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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサと、無線送受信機と、内部アンテナと、外部アンテナとを有するモバイル送
受信機を動作させる方法であって、前記内部アンテナおよび外部アンテナのそれぞれは、
スイッチを介して前記無線送受信機に結合されており、前記方法は、
　前記無線送受信機のためのアクティブアンテナを前記外部アンテナに切り替えることと
、
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
することと、
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたとき、
　　前記無線送受信機のための前記アクティブアンテナを前記外部アンテナから前記内部
アンテナに切り替えることと、
　　前記無線送受信機によって、前記内部アンテナを介して、アセット追跡サービスに、
前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたことの通知を送信
することと、
　前記モバイル送受信機が搭載されているコンテナのドアが開放されているかまたは閉鎖
されているかを判定することと
　を含み、
　前記外部アンテナに切り替えることは、前記モバイル送受信機が搭載されている前記コ
ンテナの前記ドアが閉鎖されていると判定されたときに行われ、
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　前記内部アンテナに切り替えることは、前記モバイル送受信機が搭載されている前記コ
ンテナの前記ドアが開放されていると判定と判定されたときに行われる、方法。
【請求項２】
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたとき、前記無線
送受信機によって、前記内部アンテナを介して、データログの少なくとも一部を最後の既
知の位置とともに、前記アセット追跡サービスに送信することをさらに含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されなかったとき、前
記無線送受信機によって、データログの少なくとも一部をアセット追跡サービスに前記外
部アンテナを介して送信することをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
することは、
　前記外部アンテナを担持する外部筐体モジュールの正面パネルの内側表面までの距離を
測定することと、
　前記正面パネルの内側表面までの距離が閾値量を上回って基準距離から変化していると
き、前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションを検出することと
　を含む、請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
することは、
　前記無線送受信機によって、前記外部アンテナを介して、無線信号が利用可能であるか
どうかを判定することと、
　無線信号が利用不可能であるとき、前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケー
ションを検出することと
　を含む、請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
することは、
　前記無線送受信機によって、前記外部アンテナを介して、前記外部アンテナを用いて測
定された信号強度が閾値を超えるかどうかを判定することと、
　前記外部アンテナによって測定された前記信号強度が前記閾値を超えないとき、前記外
部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションを検出することと
　を含む、請求項１から５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
することは、
　閾値持続時間にわたって、前記外部アンテナを用いて受信機能を行うことと、
　前記受信機能の実施の間、無線信号が検出されたかどうかを判定することと、
　前記受信機能の実施の間、無線信号が検出されなかったとき、閾値持続時間にわたって
、前記外部アンテナを用いて伝送機能を行うことと、
　伝送機能の間、無線周波数（ＲＦ）結合器を監視することと、
　伝送機能の実施の間、無線信号が検出されたかどうかを判定することと、
　伝送機能の実施の間、無線信号が検出されなかったとき、前記外部アンテナの異常アン
テナ条件のインジケーションを検出することと
　を含む、請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記受信機能の実施の間、無線信号が検出されたとき、前記外部アンテナの異常アンテ
ナ条件のインジケーションは、検出されない、請求項７に記載の方法。
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【請求項９】
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
することは、
　前記外部アンテナの接地ピンが前記無線送受信機に結合されているかどうかを判定する
ことと、
　前記外部アンテナの前記接地ピンが前記無線送受信機に結合されていると判定されない
とき、前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションを検出することと
　を含む、請求項１から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記外部アンテナの接地ピンが前記無線送受信機に結合されているかどうかを判定する
ことは、
　前記接地ピンが、前記無線送受信機に結合されるプロセッサの汎用入力／出力（ＧＰＩ
Ｏ）ピンに結合されているかどうかを判定することと、
　前記接地ピンが、前記無線送受信機に結合されるプロセッサの前記ＧＰＩＯピンに結合
されていると判定されないとき、前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーショ
ンを検出することと
　を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記外部アンテナに切り替えることに先立って、前記無線送受信機を低電力モードから
アクティブ化することと、
　無線サービスが利用不可能であるとき、前記無線送受信機のための低電力モードを始動
させることと
　をさらに含む、請求項１から１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記モバイル送受信機はさらに、衛星受信機と、さらなる内部アンテナと、さらなる外
部アンテナとを備え、前記さらなる内部アンテナおよびさらなる外部アンテナのそれぞれ
は、さらなるスイッチを介して前記衛星受信機に結合されており、前記方法は、
　前記衛星受信機のためのアクティブアンテナを前記さらなる外部アンテナに切り替える
ことと、
　前記さらなる外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどう
かを判定することと、
　前記さらなる外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたとき、
　　前記衛星受信機のための前記アクティブアンテナを前記さらなる外部アンテナから前
記さらなる内部アンテナに切り替えることと、
　　前記無線送受信機によって、アセット追跡サービスに、前記さらなる外部アンテナの
異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたことの通知を送信することと
　を含む、請求項１から１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　データロギングを行うことは、
　前記衛星受信機を介して、前記モバイル送受信機の場所を判定することと、
　前記場所および前記場所と関連付けられた時間をメモリ内に記憶されるデータログに記
憶することと、
　を含む、請求項１から１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　データロギングを行うことは、
　１つまたはそれを上回るセンサを介して、前記モバイル送受信機の環境を感知すること
と、
前記センサを介して得られるセンサデータおよび前記センサデータが得られた時間をメモ
リ内に記憶されるデータログに記憶することと
　を含む、請求項１から１３のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記モバイル送受信機は、出荷用コンテナに搭載されるように構成される２つの部分か
ら成る相互接続されたモジュールであり、前記相互接続されたモジュールは、前記出荷用
コンテナの内部上に位置し、前記内部アンテナを担持する内部モジュールと、前記出荷用
コンテナの外部上に位置し、前記外部アンテナを担持する外部モジュールとを備える、請
求項１から１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　モバイル送受信機であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと、
　前記プロセッサに結合された衛星受信機と、
　前記プロセッサに結合された無線送受信機と
　を備え、
　前記メモリは、その上に有形に記憶される実行可能命令を有し、前記実行可能命令は、
前記プロセッサによって実行されたとき、前記モバイル送受信機に、請求項１から１５の
いずれか１項に記載の方法を行わせる、モバイル送受信機。
【請求項１７】
　その上に有形に記憶される実行可能命令を有する非一過性機械可読媒体であって、前記
実行可能命令は、プロセッサと、メモリと、衛星受信機と、少なくとも１つの無線送受信
機とを備えるモバイル送受信機のプロセッサによって実行されたとき、前記モバイル送受
信機に、請求項１から１５のいずれか１項に記載の方法を行わせる、非一過性機械可読媒
体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して、モバイル送受信機に関し、より具体的には、異常アンテナ条件を検
出する、アセット追跡のための方法およびモバイル送受信機に関する。
【背景技術】
【０００２】
（背景）
　全地球測位システム（ＧＰＳ）追跡デバイス等の全地球的航法衛星システム（ＧＮＳＳ
）追跡デバイスは、規則的間隔においてＧＮＳＳを使用して、キャリアの場所を測定し、
典型的には、その場所を内部メモリ内に記憶する、物体または人物（「キャリア」）によ
って携行されるデバイスである。ＧＮＳＳ追跡デバイスのタイプの実施例は、データロガ
ー、データプッシャ、およびデータプラーを含む。データロガーは、後続ダウンロードお
よび分析のために、測定された場所データを内部メモリ内に記憶し得る。データプッシャ
（ビーコンとしても知られる）は、所定のパラメータに従って、内部メモリ内に記憶され
た場所データをサーバまたは他のデバイスに送信し得る。データプラー（トランスポンダ
としても知られる）は、場所データを内部メモリ内に記憶し、サーバまたは他のデバイス
からのクエリに応答して、場所データを提供し得る。ＧＮＳＳ追跡デバイスは、限定され
た電力および／または限定された処理リソースを有し得る。故に、ＧＮＳＳ追跡デバイス
を効率的に動作および展開させるための方法が、所望され得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
（例示的実施形態の説明）
　本開示は、実施形態が示される、添付の図面を参照して行われる。しかしながら、多く
の異なる実施形態が、使用されてもよく、したがって、説明は、本明細書に記載される実
施形態に限定されるものとして解釈されるべきではない。むしろ、これらの実施形態は、
本開示が徹底的かつ完全となるであろうように提供される。同様の番号は、全体を通して
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同様の要素を指し、プライム表記は、代替実施形態における類似要素、動作、またはステ
ップを示すために使用される。別個のボックスまたは図示されるシステムおよびデバイス
の機能要素の例証される分離は、そのような要素間の通信が、任意のそのような物理的分
離を伴わずに、メッセージング、機能コール、共有メモリ空間等を用いて生じ得るため、
必ずしも、そのような機能の物理的分離を要求するものではない。したがって、機能は、
物理的または論理的に分離されたプラットフォーム内に実装される必要はないが、それら
は、本明細書における説明を容易にするために、別個に図示される。異なるデバイスは、
いくつかのデバイスが、いくつかの機能を固定機能ハードウェア内に実装する一方、他の
デバイスが、機械可読媒体から得られたコードとともにそのような機能をプログラマブル
プロセッサ内に実装し得るように、異なる設計を有することができる。
【０００４】
　本開示は、輸送中、無線キャリアおよびネットワークカバレッジ境界を越える場合でも
、全地球的かつ長距離で輸送中のアセットが追跡され得る、全地球的かつ長距離の追跡用
途を可能にし得る、モバイル送受信機を提供する。全地球的かつ長距離の追跡用途では、
モバイル送受信機および追跡されているアセットは、輸送中、無線キャリアおよびネット
ワークカバレッジ境界を越え得る。例えば、出荷用コンテナが、中国本土から出発し、北
米を最終目的地として、南アフリカを巡ることは、珍しいことではない。モバイル送受信
機は、輸送の間、出荷用コンテナの外部に搭載されてもよい。輸送の間、モバイル送受信
機のアンテナが、損傷する、故障する、接続解除される、または場所情報、可能性として
、センサデータ等の他の情報の正確な報告を阻止もしくは防止する様式において改竄され
ることが可能性として考えられる。
【０００５】
　本開示は、異常アンテナ条件（例えば、検出された損傷もしくは改竄または疑われる損
傷もしくは改竄）を検出する、アセット追跡のための方法およびモバイル送受信機を提供
する。本開示のモバイル送受信機は、セルラー送受信機と、衛星受信機とを備え、それぞ
れが内部アンテナと外部アンテナとを有する。モバイル送受信機は、異常アンテナ条件を
検出し、異常アンテナ条件が検出されたとき、外部アンテナから内部アンテナへとまたは
その逆に切り替えることができる。
【０００６】
　本開示の一側面の例示的実施形態によると、プロセッサと、無線送受信機と、それぞれ
がスイッチを介して無線送受信機に結合される内部アンテナおよび外部アンテナとを有す
るモバイル送受信機を動作させる方法が提供され、本方法は、無線送受信機のためのアク
ティブアンテナを外部アンテナに切り替えるステップと、外部アンテナの異常アンテナ条
件のインジケーションが検出されたかどうかを判定するステップと、外部アンテナの異常
アンテナ条件のインジケーションが検出されたとき、無線送受信機のためのアクティブア
ンテナを外部アンテナから内部アンテナに切り替えるステップと、無線送受信機によって
、内部アンテナを介して、アセット追跡サービスに、外部アンテナの異常アンテナ条件の
インジケーションが検出されたことの通知を送信するステップとを含む。
【０００７】
　本開示の一側面の別の例示的実施形態によると、プロセッサと、無線送受信機と、それ
ぞれがスイッチを介して無線送受信機に結合される内部アンテナおよび外部アンテナとを
有するモバイル送受信機を動作させる方法が提供され、モバイル送受信機は、出荷用コン
テナのドアに搭載されるように構成される２つの部分から成る相互接続されたモジュール
であり、相互接続されたモジュールは、出荷用コンテナのドアの内部上に位置し、内部ア
ンテナを担持する、内部モジュールと、出荷用コンテナのドアの外部上に位置し、外部ア
ンテナを担持する、外部モジュールとを備え、本方法は、ある非アクティブ期間後、モバ
イル送受信機をウェイクアップするステップと、モバイル送受信機が搭載されている出荷
用コンテナのドアが開放または閉鎖されているかどうかを判定するステップと、モバイル
送受信機が搭載されている出荷用コンテナのドアが、閉鎖されていると判定されたとき、
アクティブアンテナとして外部アンテナに切り替えるステップと、モバイル送受信機が搭
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載されている出荷用コンテナのドアが、開放されていると判定されたとき、アクティブア
ンテナとして内部アンテナに切り替えるステップとを含む。
【０００８】
　本開示の一側面のさらなる例示的実施形態によると、プロセッサと、無線送受信機と、
スイッチを介して無線送受信機に結合される複数のアンテナとを有するモバイル送受信機
を動作させる方法が、提供され、本方法は、ある非アクティブ期間後、モバイル送受信機
をウェイクアップするステップと、無線送受信機を介して、複数のアンテナのそれぞれを
使用して、無線信号を測定するステップと、測定された無線信号に従って、複数のアンテ
ナ内のアンテナを選択するステップと、無線送受信機のアクティブアンテナとして選択さ
れたアンテナに切り替えるステップとを含む。
【０００９】
　本開示の別の側面の例示的実施形態によると、プロセッサと、プロセッサに結合された
メモリと、プロセッサに結合された無線送受信機と、それぞれがスイッチを介して無線送
受信機に結合される内部アンテナおよび外部アンテナとを備えるモバイル送受信機が提供
され、モバイル送受信機は、前述および後述の方法を行うように構成される。
【００１０】
　本開示のさらなる側面の例示的実施形態によると、その上に有形に記憶された実行可能
命令を有する非一過性機械可読媒体が提供され、該実行可能命令は、メモリと、無線送受
信機と、それぞれがスイッチを介して無線送受信機に結合される内部アンテナおよび外部
アンテナとを備えるモバイル送受信機のプロセッサによって実行されたとき、モバイル送
受信機に前述および本明細書に説明される方法を行わせる。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　プロセッサと、無線送受信機と、内部アンテナと、外部アンテナとを有するモバイル送
受信機を動作させる方法であって、前記内部アンテナおよび外部アンテナのそれぞれは、
スイッチを介して前記無線送受信機に結合されており、前記方法は、
　前記無線送受信機のためのアクティブアンテナを前記外部アンテナに切り替えるステッ
プと、
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
するステップと、
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたとき、
　前記無線送受信機のためのアクティブアンテナを前記外部アンテナから前記内部アンテ
ナに切り替えるステップと、
　前記無線送受信機によって、前記内部アンテナを介して、アセット追跡サービスに、前
記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたことの通知を送信す
るステップと
　を含む、方法。
（項目２）
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたとき、前記無線
送受信機によって、前記内部アンテナを介して、データログの少なくとも一部を最後の既
知の位置とともに、前記アセット追跡サービスに送信するステップをさらに含む、項目１
に記載の方法。
（項目３）
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されなかったとき、前
記無線送受信機によって、データログの少なくとも一部をアセット追跡サービスに前記外
部アンテナを介して送信するステップをさらに含む、項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
するステップは、
　前記外部アンテナを担持する外部筐体モジュールの正面パネルの内側表面までの距離を
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測定するステップと、
　前記正面パネルの内側表面までの距離が閾値量を上回って基準距離から変化していると
き、前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションを検出するステップと
　を含む、項目１から３のいずれか１項に記載の方法。
（項目５）
　前記モバイル送受信機が搭載されているコンテナのドアが開放されているかまたは閉鎖
されているかを判定するステップをさらに含み、
　前記外部アンテナに切り替えるステップは、前記モバイル送受信機が搭載されているコ
ンテナのドアが閉鎖されていると判定されたときに行われ、
　前記内部アンテナに切り替えるステップは、前記モバイル送受信機が搭載されているコ
ンテナのドアが開放されていると判定と判定されたときに行われる、
　項目１から４のいずれか１項に記載の方法。
（項目６）
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
するステップは、
　前記無線送受信機によって、前記外部アンテナを介して、無線信号が利用可能であるか
どうかを判定するステップと、
　無線信号が利用不可能であるとき、前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケー
ションを検出するステップと
　を含む、項目１から５のいずれか１項に記載の方法。
（項目７）
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
するステップは、
　前記無線送受信機によって、前記外部アンテナを介して、前記外部アンテナを用いて測
定された信号強度が閾値を超えるかどうかを判定するステップと、
　前記外部アンテナによって測定された信号強度が前記閾値を超えないとき、前記外部ア
ンテナの異常アンテナ条件のインジケーションを検出するステップと
　を含む、項目１から６のいずれか１項に記載の方法。
（項目８）
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
するステップは、
　閾値持続時間にわたって、前記外部アンテナを用いて受信機能を行うステップと、
　前記受信機能の実施の間、無線信号が検出されたかどうかを判定するステップと、
　前記受信機能の実施の間、無線信号が検出されたとき、閾値持続時間にわたって、前記
外部アンテナを用いて伝送機能を行うステップと、
　伝送機能の間、無線周波数（ＲＦ）結合器を監視するステップと、
　伝送機能の実施の間、無線信号が検出されたかどうかを判定するステップと、
　伝送機能の実施の間、無線信号が検出されたとき、前記外部アンテナの異常アンテナ条
件のインジケーションを検出するステップと、
　を含む、項目１から７のいずれか１項に記載の方法。
（項目９）
　前記受信機能の実施の間、無線信号が検出されたとき、前記外部アンテナの異常アンテ
ナ条件のインジケーションは、検出されない、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどうかを判定
するステップは、
　前記外部アンテナの接地ピンが前記無線送受信機に結合されているかどうかを判定する
ステップと、
　前記外部アンテナの接地ピンが前記無線送受信機に結合されていると判定されないとき
、前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションを検出するステップと
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　を含む、項目１から９のいずれか１項に記載の方法。
（項目１１）
　前記外部アンテナの接地ピンが前記無線送受信機に結合されているかどうかを判定する
ステップは、
　前記接地ピンが、前記無線送受信機に結合されるプロセッサの汎用入力／出力（ＧＰＩ
Ｏ）ピンに結合されているかどうかを判定するステップと、
　前記接地ピンが、前記無線送受信機に結合されるプロセッサのＧＰＩＯピンに結合され
ていると判定されないとき、前記外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションを
検出するステップと
　を含む、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　前記外部アンテナに切り替えるステップに先立って、前記無線送受信機を低電力モード
からアクティブ化するステップと、
　無線サービスが利用不可能であるとき、前記無線送受信機のための低電力モードを始動
させるステップと
　をさらに含む、項目１から１１のいずれか１項に記載の方法。
（項目１３）
　前記モバイル送受信機はさらに、衛星受信機と、さらなる内部アンテナと、さらなる外
部アンテナとを備え、前記さらなる内部アンテナおよびさらなる外部アンテナのそれぞれ
は、さらなるスイッチを介して前記衛星受信機に結合されており、前記方法は、
　前記衛星受信機のためのアクティブアンテナを前記さらなる外部アンテナに切り替える
ステップと、
　前記さらなる外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたかどう
かを判定するステップと、
　前記さらなる外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーションが検出されたとき、
　前記衛星受信機のためのアクティブアンテナを前記さらなる外部アンテナから前記さら
なる内部アンテナに切り替えるステップと、
　前記無線送受信機によって、アセット追跡サービスに、前記さらなる外部アンテナの異
常アンテナ条件のインジケーションが検出されたことの通知を送信するステップと
　を含む、項目１から１２のいずれか１項に記載の方法。
（項目１４）
　データロギングを行うステップは、
　前記衛星受信機を介して、前記モバイル送受信機の場所を判定するステップと、
　前記場所および前記場所と関連付けられた時間を前記メモリ内に記憶されるデータログ
に記憶するステップと、
　を含む、項目１から１３のいずれか１項に記載の方法。
（項目１５）
　データロギングを行うステップは、
　１つまたはそれを上回るセンサを介して、前記モバイル送受信機の環境を感知するステ
ップと、
前記センサを介して得られるセンサデータおよび前記センサデータが得られた時間を前記
メモリ内に記憶されるデータログに記憶するステップと
　を含む、項目１から１４のいずれか１項に記載の方法。
（項目１６）
　前記モバイル送受信機は、出荷用コンテナに搭載されるように構成される２つの部分か
ら成る相互接続されたモジュールであり、前記相互接続されたモジュールは、前記出荷用
コンテナの内部上に位置し、前記内部アンテナを担持する内部モジュールと、前記出荷用
コンテナの外部上に位置し、前記外部アンテナを担持する外部モジュールとを備える、項
目１から１５のいずれか１項に記載の方法。
（項目１７）
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　プロセッサと、無線送受信機と、内部アンテナと、外部アンテナとを有するモバイル送
受信機を動作させる方法であって、前記内部アンテナおよび外部アンテナのそれぞれは、
スイッチを介して前記無線送受信機に結合されており、前記方法は、前記モバイル送受信
機は、出荷用コンテナのドアに搭載されるように構成される２つの部分から成る相互接続
されたモジュールであり、前記相互接続されたモジュールは、前記出荷用コンテナのドア
の内部上に位置し、前記内部アンテナを担持する内部モジュールと、前記出荷用コンテナ
のドアの外部上に位置し、前記外部アンテナを担持する外部モジュールとを備え、前記方
法は、
　ある非アクティブ期間後、前記モバイル送受信機をウェイクアップするステップと、
　前記モバイル送受信機が搭載されている前記出荷用コンテナのドアが開放されているか
または閉鎖されているかを判定するステップと、
　前記モバイル送受信機が搭載されている前記出荷用コンテナのドアが、閉鎖されている
と判定されたとき、アクティブアンテナとして前記外部アンテナに切り替えるステップと
、
　前記モバイル送受信機が搭載されている前記出荷用コンテナのドアが、開放されている
と判定されたとき、前記アクティブアンテナとして前記内部アンテナに切り替えるステッ
プと
　を含む、方法。
（項目１８）
　前記外部アンテナが前記アクティブアンテナであるとき、
　前記無線送受信機によって、前記外部アンテナを介して、無線信号が利用可能であるか
どうかを判定するステップと、
　無線信号が利用不可能であるとき、前記アクティブアンテナを前記外部アンテナから前
記内部アンテナに切り替えるステップと
　をさらに含む、項目１７に記載の方法。
（項目１９）
　前記内部アンテナが前記アクティブアンテナであるとき、
　前記無線送受信機によって、前記内部アンテナを介して、無線信号が利用可能であるか
どうかを判定するステップと、
　無線サービスが利用不可能であるとき、前記無線送受信機のための低電力モードを始動
させるステップと
　をさらに含む、項目１８に記載の方法。
（項目２０）
　プロセッサと、無線送受信機と、スイッチを介して前記無線送受信機に結合される複数
のアンテナとを有するモバイル送受信機を動作させる方法であって、前記方法は、
　ある非アクティブ期間後、前記モバイル送受信機をウェイクアップするステップと、
　前記無線送受信機を介して、前記複数のアンテナのそれぞれを使用して、無線信号を測
定するステップと、
　前記測定された無線信号に従って、前記複数のアンテナ内のアンテナを選択するステッ
プと、
　前記無線送受信機のアクティブアンテナとして前記選択されたアンテナに切り替えるス
テップと
　を含む、方法。
（項目２１）
　モバイル送受信機であって、
　プロセッサと、
前記プロセッサに結合されたメモリと、
前記プロセッサに結合された衛星受信機と、
前記プロセッサに結合された無線送受信機と
　を備え、
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　前記メモリは、前記プロセッサによって実行されたとき、前記モバイル送受信機に、項
目１から２０のいずれか１項に記載の方法を行わせる、その上に有形に記憶される実行可
能命令を有する、モバイル送受信機。
（項目２２）
　その上に有形に記憶される実行可能命令を有する非一過性機械可読媒体であって、前記
実行可能命令は、プロセッサと、メモリと、衛星受信機と、少なくとも１つの無線送受信
機とを備えるモバイル送受信機のプロセッサによって実行されたとき、前記モバイル送受
信機に、項目１から２０のいずれか１項に記載の方法を行わせる、非一過性機械可読媒体
。
 
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本開示による、モバイル送受信機を動作させるために好適な通信システ
ムを図示するブロック図である。
【００１２】
【図２】図２は、本開示の例示的実施形態による、モバイル送受信機を図示するブロック
図である。
【００１３】
【図３Ａ】図３Ａは、本開示の例示的実施形態による、無線通信サブシステムを図示する
ブロック図である。
【００１４】
【図３Ｂ】図３Ｂは、無線周波数（ＲＦ）結合器の概略図である。
【００１５】
【図４】図４は、本開示による、モバイル送受信機を搭載するために好適な例示的出荷用
コンテナである。
【００１６】
【図５】図５は、本開示の一実施形態による、モバイル送受信機筐体の斜視図である。
【００１７】
【図６Ａ】図６Ａは、出荷用コンテナの内部から視認される、図４の出荷用コンテナのド
アに搭載される図５のモバイル送受信機筐体の正面図である。
【００１８】
【図６Ｂ】図６Ｂは、図４の出荷用コンテナのドアに搭載される図５のモバイル送受信機
筐体の側面図である。
【００１９】
【図６Ｃ】図６Ｃは、図４の出荷用コンテナのドアに搭載される図５のモバイル送受信機
筐体の断面図である。
【００２０】
【図７Ａ】図７Ａ－７Ｄは、本開示の例示的実施形態による、モバイル送受信機を動作さ
せる方法の例示的実施形態を図示するフローチャートである。
【図７Ｂ】図７Ａ－７Ｄは、本開示の例示的実施形態による、モバイル送受信機を動作さ
せる方法の例示的実施形態を図示するフローチャートである。
【図７Ｃ】図７Ａ－７Ｄは、本開示の例示的実施形態による、モバイル送受信機を動作さ
せる方法の例示的実施形態を図示するフローチャートである。
【図７Ｄ】図７Ａ－７Ｄは、本開示の例示的実施形態による、モバイル送受信機を動作さ
せる方法の例示的実施形態を図示するフローチャートである。
【００２１】
【図８】図８は、本開示の一実施形態による、アンテナを選択する方法の例示的実施形態
を図示するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
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　図１および２を参照すると、本開示のモバイル送受信機１０２の例示的実施形態が、説
明されるであろう。モバイル送受信機１０２は、モバイル送受信機１０２の動作全体を制
御する、少なくとも１つのプロセッサ１０４を備える。プロセッサ１０４は、コンポーネ
ントとプロセッサ１０４との間に通信パスを提供する、通信バス（図示せず）を介して、
複数のコンポーネントに結合される。モバイル送受信機１０２はまた、ランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）１０８と、読取専用メモリ（ＲＯＭ）１１０と、フラッシュ消去可能プ
ログラマブル読取専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）（「フラッシュメモリ」）または他の好適な
形態のメモリであり得る、永続性（不揮発性）メモリ１１２と、シリアルデータポート（
例えば、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）データポート）等のデータポート１２２と
、モバイル送受信機１０２の環境を感知するための複数の環境センサ１３０とを備える。
センサ１３０は、光センサ１３１と、温度センサ１３２と、圧力センサ１３３と、湿度セ
ンサ１３４と、ジャイロスコープ１３５と、加速時計１３６と、１つまたはそれを上回る
飛行時間（ＴｏＦ）センサ１３７と、可能性として、ドア接触スイッチ（図示せず）等の
他のセンサとを備えてもよい。
【００２３】
　モバイル送受信機１０２はまた、全地球または地域的衛星ナビゲーションシステムの一
部である、複数の衛星を備える、衛星ネットワーク１８０から衛星信号を受信するための
衛星受信機１２０を備える。いくつかの実施形態では、衛星信号の受信および送信の両方
が可能である衛星送受信機が、衛星信号を受信のみすることができる、衛星受信機の代わ
りに提供されてもよい。
【００２４】
　モバイル送受信機１０２は、衛星受信機１２０によって衛星ネットワーク１８０内の複
数の衛星から受信された信号を使用して、その位置を判定することができる。少なくとも
いくつかの実施形態では、衛星ネットワーク１８０は、全地球のカバレッジを用いて、自
律的地理空間測位を提供する、少なくとも１つの全地球的航法衛星システム（ＧＮＳＳ）
の一部である、複数の衛星を備える。例えば、衛星ネットワーク１８０は、ＧＮＳＳ衛星
の集合であってもよい。例示的ＧＮＳＳは、米国のＮＡＶＳＴＡＲ全地球測位システム（
ＧＰＳ）またはロシアの全地球的航法衛星システム（ＧＬＯＮＡＳＳ）を含む。展開され
ている、または開発中である、他の衛星ナビゲーションシステムは、欧州連合のＧａｌｉ
ｌｅｏ測位システム、中国のＢｅｉＤｏｕ衛星測位システム（ＢＤＳ）、インドの地域的
衛星測位システム、および日本の衛星測位システムを含む。
【００２５】
　モバイル送受信機１０２はまた、少なくともデータ通信を交換するための１つまたはそ
れを上回る無線送受信機を備える。無線送受信機は、少なくとも、異なる無線データ通信
プロトコルおよび規格を使用して、セルラーネットワーク１６０等の複数の異なる無線ア
クセスネットワーク（ＲＡＮ）と通信するためのセルラー（ＲＦ）送受信機１１４を備え
る。モバイル送受信機１０２は、その地理的カバレッジエリア内のセルラーネットワーク
１６０の複数の固定送受信機基地局（そのうちの１つが、図１に示される）のうちの任意
の１つと通信してもよい。モバイル送受信機１０２は、要求されたネットワーク登録およ
び／またはアクティブ化プロシージャが完了した後、セルラーネットワーク１６０を経由
して、信号を送信および受信してもよい。説明される実施形態では、セルラー送受信機１
１４は、例えば、スイスのｕ－ｂｌｏｘ　Ｈｏｌｄｉｎｇ　ＡＧからのＴＯＢＹ－Ｌ２シ
リーズ無線送受信機等、例えば、複数の４Ｇロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ま
たはＬＴＥアドバンストバンドならびにグローバル３Ｇおよび２Ｇバンドを含み得る、複
数の無線周波数をサポートする、マルチバンド送受信機である。他の実施形態では、複数
の専用送受信機が、４Ｇ　ＬＴＥ、３Ｇ、および２Ｇ無線サービス等の異なる無線サービ
スをサポートするために提供されてもよい。
【００２６】
　セルラー送受信機１１４によって使用され得る、技術の実施例は、ＬＴＥ、ＬＴＥアド
バンスト、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）、Ｍｏｂｉｔｅｘ（ＴＭ）、およびＤ
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ａｔａ　ＴＡＣ（ＴＭ）を含む。セルラー送受信機１１４によって使用され得る、他の例
示的技術は、高度携帯電話システム（ＡＭＰＳ）、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、符
号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、広帯域符号分割多重アクセス（Ｗ－ＣＤＭＡ）、パー
ソナル通信サービス（ＰＣＳ）、ＧＳＭ（登録商標）（モバイル通信のためのグローバル
システム）、セルラーデジタルパケットデータ（ＣＤＰＤ）、統合デジタル拡張ネットワ
ーク（ｉＤＥＮ）、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＰＤＡ）、エボリューショ
ンデータオプティマイズド（ＥｖＤＯ）、ＧＳＭ（登録商標）エボリューションのための
拡張データレート（ＥＤＧＥ）等を含む。別個および統合された他のタイプの通信ネット
ワークもまた、モバイル送受信機１０２と併用されてもよい。モバイル送受信機１０２は
また、３ＧＳＭ（登録商標）、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）、ユ
ニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）、４Ｇ等の他の通信規
格に準拠してもよい。前述の技術は、実施例によって使用され、排他的ではない。説明さ
れる実施形態は、ＲＡＮの任意の特定の特性または能力に依存しない。
【００２７】
　無線送受信機はまた、ＷＬＡＮアクセスポイント（ＡＰ）を介してＷＬＡＮ１５０と通
信するための無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）送受信機１１６を備えてもよ
い。ＷＬＡＮ１５０は、ＩＥＥＥ８０２．１１ｘ規格（時として、Ｗｉ－Ｆｉ（Ｒ）とも
称される）に準拠する、Ｗｉ－Ｆｉ無線ネットワークを備えてもよい。他の通信プロトコ
ルも、他の実施形態では、ＷＬＡＮ１０４のために使用されてもよい。
【００２８】
　無線送受信機はまた、コンピュータ２４０と通信するために、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）送受信機１１８等の短距離無線送受信機を備えてもよい。モバイル送受信機１０
２は、代替として、データポート１２２（例えば、ＵＳＢポート）等の物理的リンクを使
用して、コンピュータ２４０と通信してもよい。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送受信機１１８は、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ低エネルギー（ＢｌｕｅｔｏｏｔｈＳｍａｒｔ）を含む、任意の好適
なバージョンのＢｌｕｅｔｏｏｔｈプロトコルと互換性があり得る。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）の代わりに、またはそれに加え、限定ではないが、近距離通信（ＮＦＣ）、
ＩＥＥＥ８０２．１５．３ａ（超広帯域無線（ＵＷＢ）とも称される）、Ｚ－Ｗａｖｅ、
ＺｉｇＢｅｅ、ＡＮＴ／ＡＮＴ＋、または赤外線（例えば、Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ
　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（ＩｒＤＡ）通信）を含む、他の短距離無線通信技術も、提供
されてもよい。
【００２９】
　モバイル送受信機１０２によって受信されたデータは、デコーダ（図示せず）によって
解凍および解読されてもよい。モバイル送受信機１０２の通信サブシステムはまた、１つ
またはそれを上回るアンテナと、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）等のプロセッサと、
局部発振器（ＬＯ）とを含む。通信サブシステムの具体的設計および実装は、モバイル送
受信機１０２によって実装される無線通信技術に依存する。
【００３０】
　ネットワークアクセス要件は、セルラーネットワーク１６０のタイプに応じて変動する
。説明される実施形態では、モバイル送受信機１０２は、プロセッサ１０４によってデー
タを記憶し、読み取るために、スマートカード１４２を受容するためのスマートカードイ
ンターフェース１４０を含む。スマートカード１４２は、ＧＳＭ（登録商標）ネットワー
クにおいて使用するためのサブスクライバ識別モジュール（ＳＩＭ）カードまたは無線ネ
ットワークアクセスを提供する関連無線ネットワークタイプにおいて使用するための他の
タイプのスマートカードであってもよい。少なくともいくつかの実施形態では、スマート
カード１４２は、少なくともＳＩＭと、ＵＳＩＭアプリケーションとを含有する、ユニバ
ーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ）である。ＵＩＣＣは、大部分の現代のＧＳＭ（登録商
標）およびＵＭＴＳネットワークにおいて使用される、スマートカードである。ＧＳＭ（
登録商標）ネットワークのためのＳＩＭカードが、実施例として説明されるが、用語「ス
マートカード」は、ユニバーサルサブスクライバ識別モジュール（ＵＳＩＭ）、可撤性ユ
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ーザ識別モジュール（Ｒ－ＵＩＭ）、またはＣＤＭＡサブスクライバ識別モジュール（Ｃ
ＳＩＭ）、もしくはＵＭＴＳおよびＣＤＭＡネットワークにおいて使用される他の類似技
術を提供するためのあらゆるタイプのスマートカードおよび他の類似技術を包含すること
が意図される。
【００３１】
　モバイル送受信機１０２はまた、バッテリ１４６を電源として含む。バッテリ１４６は
、再充電可能または非再充電可能バッテリであってもよい。バッテリ１４６は、電力をモ
バイル送受信機１０２のコンポーネントのうちの少なくともいくつかに提供する。バッテ
リインターフェース１４４は、バッテリ１４６のための機械的および電気的接続を提供す
る。バッテリインターフェース１４４は、電力Ｖ＋をモバイル送受信機１０２の回路に提
供する、レギュレータ（図示せず）に結合されてもよい。いくつかの実施形態では、バッ
テリ１４６は、５～７年のアクティブサービス等、比較的に長い耐用年数を有することが
期待される、大容量の非再充電可能なシールされたバッテリである。
【００３２】
　モバイル送受信機１０２はまた、交流電流（ＡＣ）電力アダプタ等の外部電源１５２に
接続するための電力ポート等、電力インターフェースを含んでもよい。モバイル送受信機
１０２は、バッテリ１４６ではなく、外部電源１５２を使用することもできる。バッテリ
１４６が再充電可能である場合、外部電源１５２は、バッテリ１４６を再充電するために
使用されてもよい。
【００３３】
　再び図１を参照すると、本開示のモバイル送受信機１０２が動作し得る、例示的通信シ
ステム１００が、説明されるであろう。モバイル送受信機１０２は、典型的には、セルラ
ーネットワーク１６０を使用して、アセット追跡サービス（例えば、サーバまたはフリー
ト管理システム）２００にアクセスする。アセット追跡サービス２００は、１つまたはそ
れを上回るサーバモジュールとして実装され、典型的には、ファイアウォール２１０の背
後に位置してもよい。アセット追跡サービス２００は、複数の管理されるモバイル送受信
機１０２にわたる運営制御および管理能力を提供する。アセット追跡サービス２００は、
ハードウェアまたは構成情報が、ＡＰＩ場所および機能定義以外の機能性にアクセスする
必要がないように、アセット追跡サービス２００の機能性のアクセスおよび抽象化を提供
する、サーバベースのシステム、アプリケーションプログラミングインターフェース（Ａ
ＰＩ）、および／またはエンドポイントを含む、種々の構成として、ハードウェアまたは
ソフトウェア内に具現化されてもよい。
【００３４】
　アセット追跡サービス２００は、アセット追跡サービス２００と複数の管理されるモバ
イル送受信機１０２との間で交換されるデータのセキュアな伝送を提供する。アセット追
跡サービス２００とモバイル送受信機１０２との間の通信は、例えば、高度暗号化規格（
ＡＥＳ）または三重データ暗号化規格（三重ＤＥＳ）暗号化を使用して、暗号化されても
よい。
【００３５】
　モバイル送受信機１０２は、衛星受信機１２０によって衛星ネットワーク１８０内の複
数の衛星から受信された信号を使用して、その位置を判定する。例えば、モバイル送受信
機１０２は、他の可能性の中でもとりわけ、規則的間隔において、所定のスケジュールに
従って、またはトリガイベントに応答して、衛星受信機１２０を使用して、その場所を判
定してもよい。場所が判定される頻度またはスケジュールは、固定される、もしくは構成
可能であってもよい。モバイル送受信機１０２は、典型的には緯度および経度の観点から
の判定された場所と、その場所が判定された時間とを、モバイル送受信機１０２のメモリ
１１２内に記憶されるデータログに記憶する。したがって、データログは、アセット追跡
ログを提供する。
【００３６】
　モバイル送受信機１０２はまた、センサ１３０のうちの１つまたはそれを上回るものを
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使用して、モバイル送受信機１０２の環境を感知または測定してもよい。例えば、センサ
１３０は、他のパラメータの中でもとりわけ、温度、圧力、および湿度、ならびにドア開
放または移動イベントを測定するために使用されてもよい。センサ１３０を介して得られ
るセンサデータおよびセンサデータが得られた時間もまた、メモリ１１２内に記憶される
、データログ（すなわち、アセット追跡ログ）に記憶される。場所データと同様に、モバ
イル送受信機１０２は、他の可能性の中でもとりわけ、規則的間隔において、所定のスケ
ジュールに従って、またはトリガイベントに応答して、センサデータを収集してもよい。
センサデータが得られる頻度またはスケジュールは、固定される、もしくは構成可能であ
ってもよい。
【００３７】
　モバイル送受信機１０２は、他の可能性の中でもとりわけ、規則的間隔において、所定
のスケジュールに従って、またはトリガイベントに応答して、アセット追跡サービス２０
０に接続し、アセット追跡ログ内に記憶される場所および／またはセンサデータを報告す
ることを試みる。モバイル送受信機１０２がアセット追跡サービス２００に接続すること
を試みる頻度またはスケジュールは、固定される、もしくは構成可能であってもよい。モ
バイル送受信機１０２は、典型的には、セルラー送受信機１１４等の無線送受信機を使用
して、アセット追跡サービス２００に接続することを試みる。モバイル送受信機１０２は
、それぞれが１つまたはそれを上回る無線サービスへのアクセスを提供する複数の無線送
受信機によって提供される、複数の無線サービスへのアクセスを有する。説明される実施
形態では、複数の無線送受信機は、セルラー送受信機１１４と、ＷＬＡＮ送受信機１１６
と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送受信機１１８とを備える。無線送受信機は、いくつかの実施形
態では、マルチバンドセルラー送受信機１１４であり得る、複数のセルラー送受信機１１
４を含んでもよい。モバイル送受信機１０２はまた、コンピュータ２４０を介して、直接
または間接的にのいずれかにおいて、物理的リンクを使用して、アセット追跡サービス２
００に接続することを試み得る。モバイル送受信機１０２によってサポートされる各無線
サービスは、規格または仕様によって定義されてもよい。無線サービスの非限定的実施例
は、本開示のいずれかに説明され、４Ｇロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、３Ｇ
および２Ｇ、ＷＬＡＮ、ならびにＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を含む。
【００３８】
　モバイル送受信機１０２が、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）および／またはＵＳＢを
介して、セルラーネットワーク１６０、ＷＬＡＮ１５０、またはコンピュータ２４０に接
続すると、モバイル送受信機１０２は、通信ネットワーク２３０を使用して、ファイアウ
ォール２１０を通して、データログまたはデータログの一部（すなわち、データログの報
告されていない部分）をアセット追跡サービス２００に送信することができる。データロ
グ情報は、例えば、専用メッセージフォーマットを含む、任意の好適なメッセージフォー
マットを使用して送信されてもよい。モバイル送受信機１０２データログは、典型的には
、報告されたデータログ内のデータおよび報告されていないデータログ内のデータに関す
るインジケータを含む。例えば、いくつかの実施形態では、データログは、記録識別子（
ＩＤ）を含み、それによって識別される、一連の記録を備える。各記録はまた、記録が行
われた時間、場所データおよび／またはセンサデータ、ならびに記録がアセット追跡サー
ビス２００に報告されたかどうかを示す報告ステータスを含む。報告されていない記録が
アセット追跡サービス２００に報告された後、データログ内のその対応する報告ステータ
スフィールドは、更新される。
【００３９】
　モバイル送受信機１０２は、使用されていないとき、あるデバイスコンポーネントの電
源を落とし、バッテリ電力を節約する。例えば、モバイル送受信機１０２は、報告時間／
サイクル後、セルラー送受信機１１４のために低電力モードを始動する。低電力モードは
、セルラー送受信機１１４が給電されないオフモード（オフ状態としても知られる）また
は低電力消費を伴うスリープモード（スタンバイモードまたは動作一時停止モードとして
も知られる）であってもよい。セルラー送受信機１１４は、次いで、次の報告時間／サイ
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クルにおいて、低電力モードからアクティブ化される。任意の他の無線送受信機も同様に
、報告時間／サイクル後、低電力モードに置かれる。衛星受信機１２０およびセンサ１３
０もまた、場所またはセンサデータを得ていないとき、低電力モードに置かれ、次いで、
次の測定時間／サイクルにおいて、低電力モードからアクティブ化されてもよい。
【００４０】
　データロギングおよびデータ報告サイクルは、典型的には、異なり、一致する必要がな
いが、サイクルは、典型的には、様々な程度に重複する。例えば、各報告サイクルは、典
型的には、それぞれが場所データおよび／またはセンサデータを含む、データログのいく
つかの記録を報告することを伴う。サイクルは、場所データおよび／またはセンサデータ
が、ある時間において、共通プロセスの一部として捕捉され得る、もしくはログデータを
アセット追跡サービス２００に報告する直前に行われる別個のプロセスの一部として捕捉
され得るという点において、重複してもよい。例えば、無線送受信機は、衛星受信機１２
０および／またはセンサ１３０がウェイクアップされ、場所データならびに／もしくはセ
ンサデータが捕捉されると同時に、または直後に、報告するためにウェイクアップされて
もよい。
【００４１】
　通信システム１００は、例証目的のためだけに提供される。通信システム１００は、モ
バイル送受信機１０２と併用するための多数の可能性として考えられる通信ネットワーク
構成の１つの可能性として考えられる構成にすぎない。好適な変形例が、当業者に理解さ
れ、本開示の範囲内にあることが意図される。例えば、個々のネットワークが、便宜上、
表されるが、各タイプの複数のネットワークおよび示されるネットワークに接続される中
間ネットワークが提供されてもよいことを理解されたい。また、図１に表される通信リン
クは、Ｘ．２５またはインターネットプロトコル（ＩＰ）ベースのアドレス指定およびル
ーティング技法等のパケットデータ技術を使用して通信し得る、パブリックおよび／また
はプライベートネットワークを使用して実装されることができる。いくつかの接続は、例
えば、仮想プライベートネットワーク（ＶＰＮ）技術を使用して、セキュアな接続として
実装されることができる。
【００４２】
　ここで図３を参照すると、本開示の例示的実施形態による、無線通信サブシステム３０
０が、説明されるであろう。無線通信サブシステム３００は、アンテナと、参照番号３０
６ａ、３０６ｂ、…３０６ｎによって個々に表される複数の無線送受信機および／または
受信機３０６とを要求する機能を管理するデジタルベースバンドプロセッサ３０４を含む
。無線送受信機／受信機３０６はそれぞれ、参照番号３１０ａ、３１０ｂ、…３１０ｎに
よって個々に表される内部アンテナ３１０と、参照番号３１２ａ、３１２ｂ、…３１２ｎ
によって個々に表される外部アンテナ３１２とに結合される、参照番号３０８ａ、３０８
ｂ、…３０８ｎによって個々に表されるスイッチ３０８に結合される。外部アンテナ３１
２は、典型的には、出荷用コンテナ４００の外側に位置することと関連付けられた低減さ
れたＲＦ干渉のため、一次アンテナとしての役割を果たす一方、内部アンテナ３１０は、
典型的には、出荷用コンテナ４００の内側に位置することと関連付けられた増加されたＲ
Ｆ干渉のため、二次アンテナとしての役割を果たす。
【００４３】
　少なくともいくつかの実施形態では、外部アンテナ３１２は、共通外部アンテナモジュ
ール内に提供され、外部アンテナモジュールの接地ピンは、例えば、モバイル送受信機１
０２がウェイクアップすると監視され得る、プロセッサ１０４の汎用入力／出力（ＧＰＩ
Ｏ）ピンに接続される。外部アンテナモジュールの接地ピンが検出されないとき、これは
、外部アンテナモジュールが接続解除されている、電子故障が外部アンテナモジュール内
で生じている、もしくは外部アンテナ３１２および／または外部筐体モジュール５０４が
別様に損傷もしくは不正開封されたことのインジケーションである。他の実施形態では、
各外部アンテナ３１２の接地ピンは、プロセッサ１０４のＧＰＩＯピンに個々に接続され
てもよい。
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【００４４】
　前述のように、無線送受信機／受信機３０６は、例えば、複数の４Ｇロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ）またはＬＴＥアドバンストバンドならびにグローバル３Ｇおよび
２Ｇバンドを含み得る、複数の無線周波数バンドをサポートする、マルチバンドセルラー
送受信機等の少なくとも１つのセルラー送受信機１１４と、少なくとも１つの衛星受信機
１２０とを含む。
【００４５】
　セルラー送受信機１１４および衛星受信機１２０のための共通ベースバンドプロセッサ
３０４が説明されるが、他の実施形態では、別個のベースバンドプロセッサが、衛星受信
機１２０およびセルラー送受信機１１４のために提供され得る。無線通信サブシステム３
００では、セルラー送受信機１１４および衛星受信機１２０は、個々に切り替えられ、独
立して動作可能である。その結果、衛星受信機１２０は、外部アンテナ３１２を使用する
一方、セルラー送受信機１１４は、内部アンテナ３１０を使用する、またはその逆である
ことができ、衛星受信機１２０およびセルラー送受信機１１４の両方は、外部アンテナ３
１２を使用することができる、または衛星受信機１２０およびセルラー送受信機１１４の
両方は、内部アンテナ３０を使用することができる。ベースバンドプロセッサ３０４また
はメインプロセッサ１０４は、センサ１３０からの信号品質および補助情報等の要因に応
じて、衛星受信機１２０およびセルラー送受信機１１４のために、内部アンテナ３１０ま
たは外部アンテナ３１２のいずれかを選択する。無線送受信機／受信機３０６（例えば、
衛星受信機１２０およびセルラー送受信機１１４）のそれぞれはまた、別個に、電源オン
、電源オフにされる、またはスリープモードに置かれてもよい。
【００４６】
　説明される実施形態で使用される用語「スイッチ」および「切替」は、アクティブアン
テナを変更させることに制限されることを意図するものではない。代わりに、本用語は、
個別のスイッチ３０８に、特定のアンテナがまだアクティブアンテナではない場合、特定
のアンテナをアクティブアンテナにする命令することを含むことが意図される。スイッチ
３０８は、実装に応じて、電子スイッチ、ソリッドステートスイッチ、または電子機械（
例えば、中継器）を備えてもよい。スイッチ３０８は、プロセッサ１０４または通信サブ
システム等の他の回路によって、種々のアンテナを選択するように命令されてもよい。
【００４７】
　示されないが、無線送受信機／受信機３０６のそれぞれは、概して、アンテナとデジタ
ルベースバンドプロセッサ３０４との間の全てのコンポーネントを含む、ＲＦフロントエ
ンド回路（送受信機モジュール／受信機モジュールとしても知られる）を有する。例えば
、セルラー送受信機のＲＦフロントエンド回路は、受信機と、送信機と、局部発振器（Ｌ
Ｏ）とを含む。受信機は、信号増幅、周波数下方変換、フィルタ処理、チャネル選択等、
ならびにアナログ／デジタル変換（ＡＤＣ）のような一般的受信機機能を行う。受信され
た信号のＡＤＣは、デジタルベースバンドプロセッサ３０４によって行われるべき復調お
よびデコード等のより複雑な通信機能を可能にする。類似様式において、伝送されるべき
信号は、例えば、デジタルベースバンドプロセッサ３０４によって、変調およびエンコー
ディングを含め、処理される。処理された信号は、アンテナを介して、デジタル／アナロ
グ変換（ＤＡＣ）、周波数上方変換、フィルタ処理、増幅、および伝送のために、送信機
に入力される。伝送機能を欠いている受信機は、典型的には、受信するために要求される
コンポーネントを省略する。
【００４８】
　各セルラー送受信機１１４は、少なくともいくつかの実施形態では、ＲＦ指向性結合器
を含む。ＲＦ指向性結合器は、１つの伝送ライン内を通る特定の割合の電力を別の接続ま
たはポートを通して外に結合するために使用される、ＲＦ受動デバイスである。図３Ｂに
示されるように、ＲＦ指向性結合器３５０は、４つのポートデバイス：入力ポート３５５
、伝送ポート３６０、結合ポート３６５、および隔離ポート３７０である。ＲＦ指向性結
合器は、典型的には、容量結合を使用する。しかしながら、任意の好適な構造が、ＲＦ指
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向性結合器のために使用されてもよい。ＲＦ指向性結合器１０００は、典型的には、結合
ポート３６５を使用して、伝送信号をアンテナ（例えば、内部アンテナ３１０または外部
アンテナ３１２）からサンプリングし、アンテナが、伝送の間、伝送しているかどうかを
判定するために使用されてもよい。アンテナが、伝送の間、伝送していない場合、これは
、アンテナが、異常アンテナ条件を有する、例えば、アンテナが、接続解除されている、
損傷されている、または故障している場合があることのインジケーションである。アンテ
ナが、伝送の間、伝送している場合、これは、正常アンテナ条件、すなわち、アンテナが
、正常に動作および機能しており、損傷されていないことのインジケーションである。
【００４９】
　図５は、本開示の一例示的実施形態による、モバイル送受信機１０２のモバイル送受信
機筐体５００を図示する。筐体５００は、例えば、出荷用コンテナのドアを通して、出荷
用コンテナに搭載されるように構成される、２つの部分から成る相互接続されたモジュー
ルである。筐体５００は、内部モジュール５０２と、外部モジュール５０４とを備える。
内部モジュール５０２は、出荷用コンテナの内部上、例えば、出荷用コンテナのドアの内
側表面上に搭載されるように構成される。外部モジュール５０４は、出荷用コンテナの外
部上、例えば、出荷用コンテナのドアの外側表面上に搭載されるように構成される。外部
モジュールは、外部アンテナ３１２を担持する。内部モジュールは、内部アンテナ３１０
と、モバイル送受信機１０２の他の電子コンポーネントの大部分とを担持する。
【００５０】
　内部モジュール５０２および外部モジュール５０４は、出荷用コンテナ４００または他
のアセットに搭載されたとき、例えば、搭載ねじ（またはボルト）によって、相互に接続
される。一対の搭載ねじが、示される実施形態では使用される。異なる数の搭載ねじが、
他の実施形態では、提供され得る。モバイル送受信機１０２を搭載することに備えて、３
つの孔が、穿孔または同等物を使用して、出荷用コンテナのドア内に形成される。代替と
して、孔は、出荷用コンテナ内に行われてもよい。孔のうちの２つは、搭載ねじを受容す
るために提供される一方、第３の孔は、搭載されたモバイル送受信機１０２内の外部モジ
ュール５０４内に担持されるべきセルラー送受信機１１４および衛星受信機１２０ならび
に関連付けられた回路のための外部アンテナ等、内部モジュール５０２から電子機器を通
して通過するために使用される。示される実施形態では、２つの孔５１２が、搭載ねじを
受容するために、内部モジュール５０２の正面パネル５１０内に形成される。対応する孔
は、内部モジュール５０２の底部内に位置する。内部モジュール５０２の底部内の孔はま
た、電子機器を受容するために提供される。内部モジュール５０２の正面パネル５１０は
また、透明パネル等の光透過パネル５２０を含む。
【００５１】
　筐体５００は、透過パネル５２０と反対に位置するセンサ１３０のうちの少なくともい
くつかを受容するためのセンサコンパートメントを画定する。センサコンパートメントは
、光センサ１３１と、１つまたはそれを上回るＴＯＦセンサ１３７とを担持する。説明さ
れる実施形態では、２つのＴＯＦセンサ１３７が、センサコンパートメント内に担持され
る。いくつかの実施形態では、一方のＴＯＦセンサ１３７は、長距離感知のために構成さ
れてもよく、他方のＴＯＦセンサ１３７は、短距離感知のために構成されてもよい。いく
つかの実施形態では、ＴＯＦセンサ１３７の測定範囲は、例えば、ソフトウェアを使用し
て、構成可能であってもよい。少なくともいくつかの実施形態では、各ＴＯＦセンサ１３
７は、受容された集積回路（ＩＣ）、発光ダイオード（ＬＥＤ）エミッタ、およびＬＥＤ
を備える。ＴＯＦセンサ１３７は、センサコンパートメント内に担持されるフレキシブル
ＰＣＢ等の印刷回路基板（ＰＣＢ）上に、光センサ１３１とともに搭載されてもよい。
【００５２】
　光センサ１３１は、透過パネル５２０を通してモバイル送受信機１０２の外側の光を感
知するために、センサコンパートメント内に構成され、位置付けられる。第１のセンサ１
３７は、モバイル送受信機１０２の外側にある（すなわち、モバイル送受信機１０２が出
荷用コンテナに搭載されたとき、出荷用コンテナの内部にある）透過パネル５２０を通し
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て、第１の方向における物体を検出するために、センサコンパートメント内に構成され、
位置付けられる。例えば、第１のＴＯＦセンサ１３７は、モバイル送受信機１０２と第１
の方向における最近傍物体との間の距離を測定し、出荷用コンテナが装填されている（例
えば、１つまたはそれを上回る物体が検出される）かまたは装填されていない（例えば、
物体が検出されない）かを判定することによって、出荷用コンテナの内部の物体を検出す
るために使用されてもよい。第２のＴＯＦセンサ１３７は、第２のＴＯＦセンサ１３７と
正面パネル５１０の内側表面との間の第２の方向における距離を測定するために、センサ
コンパートメント内に構成され、位置付けられる。第２のＴＯＦセンサ１３７と正面パネ
ル５１０の内側表面との間の距離は、固定されるべきである。感知される距離の増加等、
第２のＴＯＦセンサ１３７によって測定された距離の変更は、外部モジュール５０４が損
傷されている場合がある、または改竄されている場合があるという点において、外部アン
テナの異常アンテナ条件のインジケーションを提供する。説明される実施形態では、ＴＯ
Ｆセンサ１３７は、一方のセンサが、距離を測定し、他方のセンサが、外部アンテナモジ
ュールの有無を検出するために使用されるように、反対方向に面するように構成される。
代替として、他の実施形態では、ＴＯＦセンサ１３７は、正確度の増加のために、同一方
向に面し、異なる範囲内の距離、すなわち、短距離および長距離を測定するように構成さ
れてもよい。代替として、２つのＴＯＦセンサ１３７は、同一方向に面し、異なる範囲内
の距離を測定するように構成されてもよい一方、１つまたはそれを上回るＴＯＦセンサは
、反対方向に面し、外部アンテナモジュールの有無を検出する。
【００５３】
　図４は、モバイル送受信機１０２を搭載するために好適な例示的出荷用コンテナ４００
を図示する。出荷用コンテナ４００は、一対の相互係止ドア４１０、４１２を含む。モバ
イル送受信機１０２は、ドア４１０、４１２のうちの１つを通して搭載され、内部モジュ
ール５０２は、ドア４１０または４１２の内側にあって、外部モジュール５０４は、ドア
４１０または４１２の外側にある。ドア４１２上のモバイル送受信機１０２のための好適
な搭載場所は、参照番号４２０、４３０および４４０によって表される。モバイル送受信
機１０２のための例示的搭載場所は、ドア４１２上に位置するが、モバイル送受信機１０
２は、出荷用コンテナ４００の任意のドア、または可能性として、出荷用コンテナ４００
の壁上に搭載され得ることを理解されたい。搭載ねじ６１０が、モバイル送受信機筐体５
００の内部モジュール５０２の正面パネル５１０内の搭載孔５１２の中に受容され、モバ
イル送受信機筐体５００の外部モジュール５０４の内側のねじ山孔（図示せず）内に固着
される。いくつかの実施形態では、内部モジュール５０２および外部モジュール５０４は
さらに、好適な両面接着剤ストリップまたはテープ等の好適な搭載接着剤を使用して、コ
ンテナドア４１２に固着されてもよい。
【００５４】
　図６Ａから６Ｃは、出荷用コンテナ４００のドア４１２に搭載されるモバイル送受信機
１０２を図示する。図６Ａは、出荷用コンテナ４００のドア４１２に搭載されるモバイル
送受信機筐体５００の正面図である。図６Ｂは、出荷用コンテナ４００のドア４１２に搭
載されるモバイル送受信機筐体５００の側面図である。図６Ｃは、出荷用コンテナ４００
のドアに搭載されるモバイル送受信機筐体５００の断面図である。光センサ１３１および
ＴＯＦセンサ１３７を受容するためのセンサコンパートメントは、参照番号５３０によっ
て表され、透過パネル５２０と反対に位置する。
【００５５】
　図７Ａは、本開示の一例示的実施形態による、ＧＮＳＳ追跡デバイス等のモバイル送受
信機１０２を動作させる方法７００の例示的フローチャートを示す。本方法は、モバイル
送受信機１０２のプロセッサによって実行されるソフトウェアによって実施されてもよい
。そのような方法７００を実施するためのソフトウェアのコーディングは、本開示を提供
される当業者の範囲内である。方法７００は、図示および／または説明されるもの以外の
付加的またはそれより少ないプロセスを含有してもよく、他の実施形態では、異なる順序
で行われてもよい。プロセッサによって方法７００を行うために実行可能な機械可読コー
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ドは、モバイル送受信機１０２のメモリ等の機械可読媒体内に記憶されてもよい。
【００５６】
　７０２では、モバイル送受信機１０２が、ある非アクティブ期間後、ウェイクアップす
る。例えば、モバイル送受信機１０２は、プロセッサ１０４、セルラー送受信機１１４、
または衛星受信機１２０のうちの１つまたはそれを上回るものが低電力モードであった、
スリープモードからウェイクアップしてもよい。ウェイクアップは、任意の数の正常また
は異常イベントによってトリガされてもよい。例えば、モバイル送受信機１０２は、タイ
マまたはスケジュールされたウェイクアップイベント、もしくはセンサ１３０のうちの１
つまたはそれを上回るものの測定によって生じるトリガ／アラームに従って、ウェイクア
ップしてもよい。セルラー送受信機１１４および／または衛星受信機１２０のウェイクア
ップは、実施形態に応じて、メインプロセッサ１０４またはベースバンドプロセッサ３０
４によって行われ得る、セルラー送受信機１１４および／または衛星受信機１２０を低電
力モードからアクティブ化することを含んでもよい。
【００５７】
　７０４では、モバイル送受信機１０２は、セルラー送受信機１１４等の特定の無線送受
信機の外部アンテナ３１２に切り替える、および／または衛星受信機１２０等の特定の無
線受信機の外部アンテナに切り替えてもよい。
【００５８】
　７０６では、モバイル送受信機１０２は、外部アンテナ３１２の異常アンテナ条件のイ
ンジケーションが存在するかどうかを判定する。外部アンテナの異常アンテナ条件３１２
は、限定ではないが、外部アンテナ３１２への損傷、外部アンテナ３１２の改竄、外部ア
ンテナ３１２の故障、および外部アンテナ３１２の接続解除を含む。インジケーションは
、外部アンテナ３１２の異常アンテナ条件の存在を示すが、決定的ではない。いくつかの
異なるアプローチが、外部アンテナ３１２の異常アンテナ条件のインジケーションが存在
するかどうかを判定するために使用されることができ、その実施例は、以下に説明される
。モバイル送受信機１０２が、外部アンテナ３１２の異常アンテナ条件のインジケーショ
ンが存在することを判定すると、７１２において、モバイル送受信機１０２は、特定の無
線送受信機または無線受信機の内部アンテナ３１０に切り替える。
【００５９】
　７１４では、モバイル送受信機１０２は、セルラー送受信機１１４に関する無線信号が
利用可能であるかどうかを判定する。本動作は、どの無線送受信機または無線受信機が異
常アンテナ条件のインジケーションが７０６において存在する外部アンテナ３１２を有す
ると判定されたかにかかわらず、行われてもよい。本動作は、セルラー送受信機１１４が
、無線サービスに関する無線信号を検索するステップと、任意の応答が走査に応答して受
信されたかどうかを判定するステップとを含む。
【００６０】
　無線信号が利用可能であるとき、処理は、７２０に進み、そこで、モバイル送受信機１
０２は、無線サービスを選択し、それにアクセスする、または接続し、通知メッセージ（
例えば、アラームまたはアラート）をアセット追跡サービス２００に送信する。通知メッ
セージは、特定の無線送受信機または無線受信機に関する外部アンテナ３１２の異常アン
テナ条件が存在することのインジケーションを提供する。
【００６１】
　７２２では、モバイル送受信機１０２は、随意に、データロギングを行ってもよい。デ
ータロギングは、センサ１３０を使用したその場所の判定および／またはその環境の感知
を含んでもよい。その場所を判定するとき、モバイル送受信機１０２は、衛星受信機１２
０を使用して、その場所を判定し、判定された場所および判定された場所と関連付けられ
た時間をメモリ１１２内のデータログに記憶する。その場所を感知するとき、モバイル送
受信機１０２は、随意に、センサ１３０のうちの１つまたはそれを上回るものを介して、
モバイル送受信機１０２の環境を感知する。センサ１３０を介して得られるセンサデータ
およびセンサデータが得られた時間は、メモリ１１２内に記憶されるデータログに記憶さ



(20) JP 6974325 B2 2021.12.1

10

20

30

40

50

れる。
【００６２】
　７２４では、モバイル送受信機１０２は、随意に、無線サービスを使用して、データロ
グの少なくとも一部をアセット追跡サービス２００に送信してもよい。モバイル送受信機
１０２はまた、随意に、衛星受信機１２０が、機能しており、および／または現在の位置
を提供することが可能である場合、データログの一部として、または別個に、現在の位置
であり得る、最後の既知の位置を送信してもよい。代替として、現在の位置は、セルラー
ネットワーク１６０へのモバイルデータ接続に基づいて、携帯電話基地局またはエリアを
識別するセルラー送受信機から（例えば、携帯電話基地局のデータベースから）推測され
てもよい。
【００６３】
　７２６では、モバイル送受信機１０２が、無線サービスを使用して、データログの少な
くとも一部をアセット追跡サービス２００に送信した後、低電力モードが、プロセッサ１
０４、セルラー送受信機１１４または衛星受信機１２のうちの１つまたはそれを上回るも
ののために始動されてもよい。
【００６４】
　決定ブロック７０６に戻ると、無線信号が利用不可能であるとき、動作は、７２６に進
んでもよく、そこで、低電力モードは、プロセッサ１０４、セルラー送受信機１１４、ま
たは衛星受信機１２のうちの１つまたはそれを上回るもののために始動されてもよい。
【００６５】
　図７Ｂは、本開示の一例示的実施形態による、ＧＮＳＳ追跡デバイス等のモバイル送受
信機１０２を動作させる方法７３０の例示的フローチャートを示す。方法７３０は、上記
に説明される方法７００に類似する。方法７３０は、飛行時間（ＴｏＦ）センサ１３７（
距離センサ）を使用して、外部筐体モジュール５０４までの距離が変化しているかどうか
を判定する。
【００６６】
　７３１では、モバイル送受信機１０２が、ある非アクティブ期間後、ウェイクアップし
た後、モバイル送受信機１０２は、ＴＯＦセンサ１３７と外部筐体モジュール５０４の正
面パネル５１０の内側表面との間の距離を測定するように位置付けられ、構成される、Ｔ
ＯＦセンサ１３７をアクティブ化する。
【００６７】
　７３２では、モバイル送受信機１０２は、ＴＯＦセンサ１３７と正面パネル５１０の内
側表面との間の距離が閾値量を上回って基準距離から変化しているかどうかを判定する。
基準距離は、固定距離または以前に測定された距離であってもよい。モバイル送受信機１
０２が、ＴＯＦセンサ１３７と正面パネル５１０の内側表面との間の距離が閾値量を上回
って基準距離から変化していることを判定すると、７３８では、モバイル送受信機１０２
は、内部アンテナ３１０に切り替える。閾値量を上回って基準距離から変化しているＴＯ
Ｆセンサ１３７と正面パネル５１０の内側表面との間の距離の変化は、外部筐体モジュー
ル５０４および／または外部アンテナ３１２への損傷もしくは外部筐体モジュール５０４
および／または外部アンテナ３１２の改竄のインジケーションである。
【００６８】
　モバイル送受信機１０２が、ＴＯＦセンサ１３７と正面パネル５１０の内側表面との間
の距離が閾値量を上回って基準距離から変化していないことを判定すると、７３８では、
モバイル送受信機１０２は、外部アンテナ３１２に切り替える。
【００６９】
　７３６では、モバイル送受信機１０２は、随意に、外部アンテナ３１２を使用してセル
ラー送受信機１１４に関する無線信号が利用可能であるかどうか、および／または外部ア
ンテナ３１２の信号強度を判定する。本動作は、セルラー送受信機１１４が、無線サービ
スに関する無線信号を検索するステップ、任意の応答が走査に応答して受信されたかどう
かを判定するステップ、および／または外部アンテナ３１２の信号強度（例えば、受信さ
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れた信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ））を測定するステップとを含む。
【００７０】
　無線信号が利用可能であって、および／または外部アンテナ３１２の信号強度が閾値を
超えるとき、処理は、７２２に進み、そこで、モバイル送受信機１０２は、随意に、デー
タロギングを行ってもよい。無線信号が利用不可能であって、および／または外部アンテ
ナ３１２の信号強度が閾値を超えないとき、処理は、７３８に進み、そこで、モバイル送
受信機１０２は、内部アンテナ３１０に切り替える。
【００７１】
　図７Ｃは、本開示の一例示的実施形態による、ＧＮＳＳ追跡デバイス等のモバイル送受
信機１０２を動作させる方法７４０の例示的フローチャートを示す。方法７４０は、上記
に説明される方法７００および７３０に類似する。方法７４０は、他のセンサ１３０と組
み合わせて、内部アンテナ３１０および外部アンテナ３１２の信号強度を測定し、外部筐
体モジュール５０４および／または外部アンテナ３１２が、損傷もしくは改竄されている
かどうか、または外部筐体モジュール５０４および／または外部アンテナ３１２の損傷も
しくは改竄が、疑われるかどうかを判定し、要求される場合、アンテナを切り替える。
【００７２】
　７４２では、モバイル送受信機１０２は、センサ１３０のうちの１つまたはそれを上回
るものを使用して、出荷用コンテナドアの状態、すなわち、出荷用コンテナ４００のドア
が開放されているかまたは閉鎖されているかを判定する。本判定は、ドア接触スイッチ（
図示せず）、ＴＯＦセンサ１３７、または他の好適なセンサに基づいてもよい。モバイル
送受信機１０２が、ドアが開放されている（閉鎖されていない）ことを判定すると、７４
８では、モバイル送受信機１０２は、内部アンテナ３１０に切り替える。
【００７３】
　モバイル送受信機１０２が、ドアが閉鎖されていることを判定すると、７４４では、モ
バイル送受信機１０２は、外部アンテナ３１２に切り替える。７４６では、モバイル送受
信機１０２は、随意に、外部アンテナ３１２を使用して、セルラー送受信機１１４に関す
る無線信号が利用可能であるかどうか、および／または外部アンテナ３１２の信号強度を
判定する。本動作は、セルラー送受信機１１４が、無線サービスに関する無線信号を検索
するステップと、任意の応答が走査に応答して受信されたかどうかを判定するステップ、
および／または外部アンテナ３１２の信号強度（例えば、受信された信号強度インジケー
タ（ＲＳＳＩ））測定するステップとを含む。
【００７４】
　無線信号が利用可能であって、および／または外部アンテナ３１２の信号強度が閾値を
超えるとき、処理は、７２２に進み、そこで、モバイル送受信機１０２は、随意に、デー
タロギングを行ってもよい。無線信号が利用不可能である、および／または外部アンテナ
３１２の信号強度が閾値を超えないとき、処理は、７４８に進み、そこで、モバイル送受
信機１０２は、内部アンテナ３１０に切り替える。
【００７５】
　図７Ｄは、本開示の一例示的実施形態による、ＧＮＳＳ追跡デバイス等のモバイル送受
信機１０２を動作させる方法７５０の例示的フローチャートを示す。方法７５０は、上記
に説明される方法７４０ならびに方法７００および７３０に類似する。方法７５０は、他
のセンサ１３０と組み合わせて、ＲＦ結合器３５０を使用して、外部筐体モジュール５０
４および／または外部アンテナ３１２が損傷もしくは改竄されているかどうか、または外
部筐体モジュール５０４および／または外部アンテナ３１２の損傷もしくは改竄が疑われ
るかどうかを判定し、要求される場合、アンテナを切り替える。出荷用コンテナ４００の
ドアが開放または閉鎖されているかどうかを判定する動作が、図７Ｄに示されるが、本動
作は、随意であって、いくつかの実施形態では、省略されてもよい。
【００７６】
　７５２では、モバイル送受信機１０２が、外部アンテナ３１２に切り替えた後、モバイ
ル送受信機１０２は、外部アンテナ３１２を使用して、受信機能（Ｒｘ）をアクティブ化
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する、または行い、閾値持続時間にわたって、外部アンテナ３１２を使用して、受信され
た通信を監視する。
【００７７】
　７５４では、モバイル送受信機１０２は、受信機能の実施の間、任意の時間において、
無線信号が検出されたかどうかを判定する。無線信号が検出されたとき、処理は、７２２
に進み、モバイル送受信機１０２は、随意に、データロギングを行ってもよい。無線信号
が存在しなかったとき、処理は、７５６に進み、モバイル送受信機１０２は、外部アンテ
ナ３１２を使用して、伝送機能（Ｔｘ）をアクティブ化する、または行う。
【００７８】
　７５８では、モバイル送受信機１０２は、伝送信号を外部アンテナ３１２からサンプリ
ングする、ＲＦ結合器３５０を監視し、外部アンテナ３１２が実際に伝送しているかどう
かを判定する。外部アンテナ３１２が、伝送機能の間、伝送していない場合、これは、外
部アンテナ３１２が、損傷されている、接続解除されている、または故障していることの
インジケーションである。外部アンテナ３１２が、伝送機能の間、伝送している場合、こ
れは、正常アンテナ条件、すなわち、外部アンテナ３１２が正常に動作および機能してお
り、損傷されていないことのインジケーションである。
【００７９】
　７６０では、モバイル送受信機１０２は、伝送機能の実施の間、任意の時間において、
無線信号が検出されたかどうかを判定する。無線信号が検出されたとき、処理は、７２２
に進み、そこで、モバイル送受信機１０２は、随意に、データロギングを行ってもよい。
無線信号が存在しなかったとき、処理は、７６２に進み、そこで、モバイル送受信機１０
２は、内部アンテナ３１０に切り替える。
【００８０】
　方法７００、７３０、７４０、および７５０は、独立して説明されたが、本方法は、同
時に使用され得る。加えて、方法７００、７３０、７４０、および７５０は、主に、特定
の無線送受信機の文脈において説明されたが、本方法は、それぞれが複数のアンテナ構成
を有する複数の無線送受信機／受信機に適用されることができる。図８は、本開示の一実
施形態による、アンテナを選択する方法８００の例示的実施形態を図示する。本方法は、
モバイル送受信機１０２のプロセッサによって実行されるソフトウェアによって実施され
てもよい。そのような方法８００を実施するためのソフトウェアのコーディングは、本開
示を提供される当業者の範囲内である。方法８００は、図示および／または説明されるも
の以外の付加的もしくはそれより少ないプロセスを含有してもよく、他の実施形態では、
異なる順序で行われてもよい。方法８００を行うためにプロセッサによって実行可能な機
械可読コードは、モバイル送受信機１０２のメモリ等の機械可読媒体内に記憶されてもよ
い。
【００８１】
　８０１では、モバイル送受信機１０２が、ある非アクティブ期間後、ウェイクアップす
る。８０２では、モバイル送受信機１０２は、評価のための無線送受信機／受信機（例え
ば、セルラー送受信機１１４）を選択する。
【００８２】
　８０４では、モバイル送受信機１０２は、評価のために、選択された無線送受信機／受
信機のためのアンテナを選択する。典型的には、無線送受信機／受信機は、内部アンテナ
３１０と、外部アンテナ３１２とを有し、外部アンテナ３１２は、一次アンテナとしての
役割を果たし、したがって、典型的には、最初に選択される。しかしながら、いくつかの
実施形態では、外部アンテナ３１２は、一次アンテナではなくてもよい。同様に、複数の
アンテナ構成を伴う、無線送受信機／受信機のいくつかの実施形態では、一次および二次
アンテナ間または内部および外部アンテナ間に区別がなくてもよい。
【００８３】
　８０６では、モバイル送受信機１０２は、選択されたアンテナに切り替え、測定する。
８０８では、モバイル送受信機１０２は、無線送受信機／受信機の他のアンテナが評価を
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合、動作８０４および８０６は、無線送受信機／受信機のアンテナの全てが評価されるま
で繰り返される。該当しない場合、動作は、８１０に進む。
【００８４】
　８１０では、モバイル送受信機１０２は、特定の無線送受信機／受信機に関する複数の
アンテナからの所望の信号品質を伴う、アンテナを判定および選択する。
【００８５】
　８１２では、モバイル送受信機１０２は、選択されたアンテナに切り替える。
【００８６】
　８１４では、モバイル送受信機１０２は、他の無線送受信機／受信機が評価を要求する
かどうかを判定する。例えば、１つを上回るセルラー送受信機１１４が存在する場合、各
セルラー送受信機１１４が、評価されるであろう。同様に、衛星受信機１２０も、評価さ
れるであろう。他の無線送受信機／受信機が、評価を要求する場合、動作８０２および８
１２は、各無線送受信機／受信機が評価されるまで繰り返される。該当しない場合、動作
は、終了する。
【００８７】
　本開示は、外部アンテナ３１２の異常アンテナ条件のインジケーションを検出する（例
えば、損傷もしくは改竄または疑われる損傷もしくは改竄を検出する）、アセット追跡の
ための方法およびモバイル送受信機を提供する。本開示のモバイル送受信機は、セルラー
送受信機と、衛星受信機とを備え、それぞれ、内部アンテナと、外部アンテナとを有する
。有利には、本開示は、外部アンテナおよび／または外部アンテナ筐体の損傷もしくは改
竄または疑われる損傷もしくは改竄等の外部アンテナの異常アンテナ条件のインジケーシ
ョンを検出するためのソリューションを提供し、外部アンテナ３１２の異常アンテナ条件
のインジケーションが存在するとき（例えば、一次外部アンテナが機能していないとき、
または外部アンテナおよび／または外部アンテナ筐体の損傷もしくは改竄が、検出される
、もしくは疑われるとき）、一次外部アンテナから二次内部アンテナに動作を切り替える
。
【００８８】
　本明細書に説明されるフローチャートおよび図面内のステップならびに／または動作は
、例示目的のためだけのものである。本開示の教示から逸脱することなく、これらのステ
ップおよび／または動作の多くの変形例が存在し得る。例えば、ステップは、異なる順序
で行われてもよい、またはステップは、追加される、削除される、もしくは修正されても
よい。
【００８９】
　本開示は、少なくとも部分的に、方法の観点から説明されるが、当業者は、本開示がま
た、説明される方法の側面および特徴のうちの少なくともいくつかを、ハードウェアコン
ポーネント、ソフトウェア、またはその２つの任意の組み合わせを用いて、もしくは任意
の他の様式において、行うための種々のコンポーネントを対象とすることを理解するであ
ろう。さらに、本開示はまた、本明細書に説明される方法を行うためのその上に記憶され
るプログラム命令を含む、事前に記録された記憶デバイスまたは他の類似の機械可読媒体
も対象とする。
【００９０】
　本開示は、請求項の主題から逸脱することなく、他の具体的形態で具現化されてもよい
。説明される例示的実施形態は、あらゆる点において、例証にすぎず、制限ではないと見
なされるべきである。本開示は、本技術における全ての好適な変更を網羅および包含する
ことを意図する。本開示の範囲は、したがって、前述の説明によってではなく、添付の請
求項によって説明される。請求項の範囲は、実施例に記載される実施形態によって限定さ
れるべきではなく、全体として本説明に一致する最も広義な解釈が与えられるべきである
。
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